
つり合いと作用・反作用　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（つり合い）

2力とも箱にはたらき、同じ大きさ・反対向き・一直線上なので、つり合いです。

よくあるまちがい：まず「その力を受けている物体」をそれぞれ確かめる。

問2　答え：ウ（作用・反作用）

「AがBを押す力」と「BがAを押す力」の関係なので、作用・反作用です。

よくあるまちがい：主語と相手が入れかわっていれば作用・反作用。

問3　答え：イ（作用・反作用）

糸とおもりが、たがいに引き合う力なので、作用・反作用です。

よくあるまちがい：糸→おもり、おもり→糸。入れかわっているので作用・反作用。

問4　答え：ウ（糸がおもりを引く力）

おもりにはたらいていて、重力と同じ大きさ・反対向きの力は「糸がおもりを引く力」です。

よくあるまちがい：つり合う力は、同じ物体（おもり）にはたらく力の中からさがす。

問5　答え：イ（2力は同じ大きさ・反対向き・一直線上）

どちらも「同じ大きさ・反対向き・一直線上」。ちがいは、力がはたらく物体が1つか2つかです。

よくあるまちがい：共通点：大きさ・向き・一直線。ちがい：はたらく物体。

問6　答え：4N

考え方

1. 重力：400÷100＝4N

2. つり合っているので、机が箱を押す力も4N

よくあるまちがい：止まっている物体では、上向きの力と下向きの力の大きさが等しい。

問7　答え：ア（同じ）

机が箱を押す力と、箱が机を押す力は作用・反作用なので、同じ大きさです。

よくあるまちがい：作用・反作用は、いつも同じ大きさ。

問8　答え：下の例

つり合いの2力は1つの物体にはたらく。作用・反作用の2力は、2つの物体がたがいに相手におよぼし合う

力で、それぞれ別の物体にはたらく。

採点のポイント：つり合い：1つの（同じ）物体にはたらく／作用・反作用：2つの物体の間で、別々の物

体にはたらく

よくあるまちがい：「大きさが同じ」は両方に共通。ちがいは力がはたらく物体。
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